
「復興五輪」と
マスメディアの10年

全国紙・地方紙記事の内容分析から

有賀ゆうアニース（東京大学大学院・日本学術振興会）

「ポスト東京五輪を考える」Cultural Typhoon2022@成城大学
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1 背景
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「復興五輪」をめぐって

• 「復興五輪」の来歴
- 約10年にわたって、開催を正当化する政策理念として
大会関係者に動員されてきた

- 招致キャンペーン、政府や関連団体による関連事業、
実際の開催...

• 「復興五輪」への批判と懐疑
- 生活再建と営利追求との矛盾（山下 2020; 吉見 2021）

- 世論形成に好都合な言い訳として被災地が利用 (石坂

2021)

- 世論調査でもその理念に対する少なからぬ被災地住
民・一般市民の懐疑的姿勢が露呈 (笹生 2022)
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先行研究―何が論じられてきたか

• 論点―「復興五輪」についての批判的考察
- 招致・開催における理念の動員過程（阿部 2020; 笹生 2022）

- 被災地のご都合主義的な利用（有賀・加藤・稲葉 2021; 石坂 2021）

- 東京／東北の構造的不均衡の再生産（高峰 2020;吉見 2021）

• 結局...
「復興とは何かを考える問いを消し」（石坂 2020）、「大会開催を勝ち取
るための方便」(笹生 2022: 139）、「お守り言葉」(吉見 2021)

• 他方で...
- 批判とは裏腹に、10年間「復興五輪」理念は現に様々な立場から多用されてきた

- それが被災地の立場からも多用されている以上、復興の現場である被災地がどう受

け止め関与してきたのかを問う必要がある(笹生 2022)
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目的―何を明らかにすべきか

• 笹生心太『「復興五輪」とはなんだったのか』（2022年）
- 2011〜2018年にかけての河北新報と朝日新聞の記事を内容分析
- 地方紙は全国紙よりも総じて関心が高く、肯定的意見と両義的意見が
ともに多い

- 同じ被災地でも行政は肯定的意見、住民は両義的・否定的意見が優勢

• 報告の目的
- 時期・対象メディアを拡張するとともに、発展的手法を取り入れる
- 開催決定後のメディア言説の分析を通じて、被災地とそれ以外での立
場の相違を考察する、という笹生の課題を継承・発展させる

2022/09/17 Cultural Typhoon2022 5



2 方法
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データ―全国・地方紙記事

• データソース―全国紙と地方紙（被災地の新聞）の計4紙
- 全国紙：『朝日新聞』『読売新聞』『毎日新聞』(いずれも全国版)
- 地方紙：『河北新報』

• 範囲―2011年〜2021年
- 2011年：招致キャンペーンのなかで復興五輪の理念が初めて登場
- 2021年：延期された東京五輪の開催・終了

• 記事の取得方法
- 本文に「復興五輪」を含む全記事。なお全国紙地方版は除去
- 朝日291件、読売217件、毎日369件、河北702件の記事を取得 (n=1,579)

- スプレッドシートに本文を転写しデータセットとして利用
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分析方法――内容分析

• KH Coderによる計量テクスト分析（樋口 2020）

- 記事本文における語の頻度、共起関係、各トピックの傾向を分析
- 変数として以下を投入 ※詳細は次スライド参照

- (1)メディア(小分類)：朝日／読売／毎日／河北
- (2)メディア(大分類)：全国紙／地方紙
- (3)刊行年：2011-2021
- (4)トピック：「スポーツ」「関連事業」などでコード化

- 各変数どうしの関係の分析により、復興五輪をめぐるトピックが時期

や地域によってどう変異してきたのかを探る
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変数の内訳―トピック

• 以下のトピックで自動コーディングを実施
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トピック名 トピックを特定するために参照される主な語彙
「スポーツ」 「選手」、「アスリート」、競技名など

「コロナ」 「コロナ」、「感染」など

「関連事業」 「聖火」、「ホストタウン」など

「中央行政」 「首相」、「都知事」、「IOC」、「JOC」など

「被災地行政」 「県知事」、「町長」、「村長」など

「被災地」 被災3県の地名、「東北」、「被災」、「仮設住宅」など

【表1】分析で用いる各トピックとそれらを特定するために参照される主な語彙



3 知見
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記事数×刊行年
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記事数×刊行年×メディア(小分類)
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トピック比×刊行年
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- 「被災地」比は一貫し
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トピック比×メディア(大分類)
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頻出語×メディア(大分類)
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• 河北＞全国
- 復興、福島、宮城、被
災、震災、東北、原発、
東日本大震災

• 全国＞河北
- 東京、大会、開催、日
本、選手、組織委、
IOC、招致、スポーツ

• 語彙レベルでも関心
の落差

全国3紙
五輪 2246 競技 1055
大会 1792 選手 1043
復興 1629 組織委 959
東京 1522 人 950
福島 1496 ＩＯＣ 804
開催 1457 会場 792
日本 1316 世界 778
被災 1254 招致 762

復興五輪1209 思う 692

東京五輪1061 スポーツ 635

地方1紙
復興 1419 東日本大震災 573
被災 1201 競技 522
福島 1080 選手 505
五輪 1068 震災 498

復興五輪 1012 パラリンピック 480

東京五輪 926 会場 465
大会 891 組織委 463
開催 789 日本 452
東京 669 東北 437
宮城 650 原発 433



トピック比×メディア(大分類)×年次
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• 一貫した相違の傾
向はないが...

• 被災地、関連事業
ともに、全国紙よ
りも河北において
比率が高い傾向
- とりわけ2019年か
ら21年にかけて格
差が拡大

0%

20%

40%

60%

80%

100%

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
全国_被災地 地方_被災地
全国_関連事業 地方_関連事業

トピック「被災地」の比
• 全国紙：84%
• 河北：95%

トピック「関連事業」の比
• 全国紙：56%
• 河北：65%



4 結論
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結果と含意

• 主要な知見
- 復興五輪への言及は通時的に増加傾向にあるが、それは全国紙よりも
むしろ河北新報によって牽引されていた

- 河北新報では全国紙に比べ震災・復興、被災地、関連事業に関連する
記事の割合や語彙の頻度が高かった

- 全国紙では相対的に大会・競技そのものやナショナルな単位への志向
が強かった
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含意と課題
• 含意―存続する分断

- 地方紙／全国紙間における復興五輪への関心の落差が10年間にわたっ
て存続してきた(有賀・稲葉・加藤 2021; 笹生 2022）

- 被災地は、単に受動的に大会推進側から「復興五輪」を押し付けられ
ていたのではなく、むしろその理念にもとづく関連事業を通じて復興
を後押ししようとした(笹生 2022: 142)

- 復興五輪をめぐる被災地／全国間の分断を実証的に照射した点に本
報告の意義がある

• 課題
- 「復興五輪」という語に収まらない復興・五輪をめぐる言説

- 「復興」への立場をめぐる被災地内の多様性 (有賀他 2021; 笹生 2022: 39）
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